
・水位変化が大きい時の堀川の様子を調べる
・色々な水位(潮位)の時に堀川を調べて変化を確認する

潮位の変化（名古屋港：平成29年4月～6月）

堀川1000人調査隊 第7回 堀川一斉調査

～春の大潮一斉調査～

■ 実施日：平成29年4月28日（金）

春の大潮一斉調査
4月28日（大潮）

平成29年4月 5月 6月

第21ステージ

資料：気象庁ＨＰ 名古屋

潮位差
246cm

潮位差
254cm

満潮6時45分
T.P.107cm

満潮19時39分
T.P.115cm

潮位の変化（名古屋港）：潮位差約2.5ｍ

資料)気象庁ＨＰ 名古屋

～春の大潮一斉調査～ 平成29年4月28日

干潮13時15分
T.P.-139cm

名古屋港の潮位差は、約2.5ｍ（観測値）でした。
観測値は予測値とほぼ同じでした。

13時頃に最干潮を向か
え、潮位は-139cmまで下
がりました。その後、潮位
は約6時間で最満潮の
115cmまで上昇しました。
潮位差は約2.5mでした。
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～調査時の主な着目点～
■水の色・におい・あわの変化

①中流域まで白濁（青潮）・赤潮が遡上する様子
②川底でヘドロが巻き上がる様子
③川底からあわが発生している様子

■その他の変化
①生き物の様子
②潮の先端の水面に集積する浮遊物の様子

■ 調査方法
■調査項目：定点観測の項目（いつもの項目）

＊記録表は定点観測のものを利用
■記録写真：調査時の堀川の様子を写真で記録

～春の大潮一斉調査～ 平成29年4月28日

潮汐の影響を受けている
堀川（河口～猿投橋間）と新堀川

位置図

記録表

～春の大潮一斉調査～
平成29年4月28日

感潮域
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調査の実施状況

～春の大潮一斉調査～
平成29年4月28日

■ １１隊が参加
■ ２４地点で実施
■ 延べ３５回の調査を実施

かわせみ調査隊 鯱城・堀川と生活を考える会調査隊

気象の概況（名古屋）

資料)気象庁ＨＰ 名古屋

～春の大潮一斉調査～ 平成29年4月28日

天気は4月19日から25日まで晴れ、
気温が高い日が続きました。その後、
一斉調査の２日前の26日に11.5mm
の雨が降りました。
26日の昼頃に錦橋付近でコノシロ

の死魚が確認されました。その後、27
日、28日に死魚が増加しました。

４月_平年値 14.4℃

一斉調査

コノシロの
死魚を確認

コノシロの死魚

体長約20cm
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気象の概況（名古屋）

資料)気象庁ＨＰ 名古屋

平均気温
平成29年
春の大潮
一斉調査

平成28年
春の大潮
一斉調査

平成27年
春の大潮
一斉調査

春の大潮一斉調査時の気温（最低・平均・最高）

過去の春の大潮一斉調査時との比較(平均気温)

平成29年

春の大潮一斉調査の28日の平均気温は
15.5℃（4月_平年値14.4℃）、最高気温は
22.2℃（4月_平年値19.9℃）であり、平年値
よりも高い気温でした。

*平年値：気象庁ＨＰ(統計期間：1981年～2010年）

平成29年
春の大潮一斉調査

資料)気象庁ＨＰ 名古屋

平成27年
春の大潮一斉調査
（当日降雨あり）

平成28年
春の大潮一斉調査
（前日降雨あり）

平成29年
春の大潮一斉調査

過去の春の大潮一斉調査時との比較(降水量)
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調査結果の概要

～春の大潮一斉調査～ 平成29年4月28日

１. 気象の概況
4月19日から25日まで晴れの日が続きました。その後、一斉調査の２日前（26日）に11.5mmの雨が

降りました。前日・当日の降雨はありませんでした。当日（28日）の平均気温は15.5℃（4月_平年値
14.4℃）、最高気温は22.2℃（4月_平年値19.9℃）でした。

２. 水の流れの向きと浮遊物の集積と移動について
2.1. 大潮時の潮目は五条橋付近まで到達

上げ潮時に表層の浮遊物が下流から集積され、その集積された浮遊物が満潮時に五条橋付近で
停止する様子が観察されました。大潮の潮目は、五条橋付近まで到達していると考えられます。

2.2. 白鳥周辺で確認されている浮遊物の集積メカニズムは？
過去の調査では、白鳥周辺でも水面に集積した浮遊物が観察されました。今回の一斉調査では、

白鳥周辺と新堀川の合流部で集積する浮遊物は確認・報告されませんでした。白鳥周辺で見られる
浮遊物の集積メカニズムについては、更なる調査が必要です。

３. 水の汚れの印象等について
3.1. 堀川について
① 庄内川からの導水の水質の影響を改めて確認

猿投橋よりも上流の区間は、“ややきたない”でした。庄内川からの導水に灰黄緑色の濁りがあり、
これが影響していたと考えられます。この色と濁りは、降雨の影響など、一時的なものかもしれません
が、今回の一斉調査で庄内川からの導水の水質の影響が改めて確認されました。

② 浮遊物の集積、ヘドロの巻き上げと露出の影響を確認
巾下橋～瓶屋橋間は“きたない”の印象が多く報告されました。“ごみ”での評価が多く、水面に集

積した浮遊物と水面を漂う死魚の姿が影響したと考えられます。さらに同区間では、“灰緑色”や“濃
灰色”の水の色と“ヘドロの臭い”が多く報告され、ヘドロの巻き上げと露出の影響が確認されました。

3.2. 新堀川について
① 上流で“におい”の問題が顕在化
新堀川は、上流の舞鶴橋と鶉橋で“ややきたない”でした。“におい”で評価されており、その“におい”

は“卵が腐った臭い”でした。鶉橋では“川底からのあわ”が報告されており、このあわは硫化水素であっ
たと考えられ、これによる“におい”の問題が顕在化していると考えられます。
② 堀川合流部付近にヘドロが堆積
堀川合流部付近では、ヘドロが堆積し、干潮時間帯に露出している様子が確認されました。その時に

川底からのあわとヘドロなどの臭いと白濁が確認されました。これらのことから、川底に堆積したヘドロ
が堀川合流部付近の水の汚れに影響していると考えられます。なお、新堀川では、堀川の様なヘドロの
巻き上げの影響が考えられるような事象は報告されていません。

４. 透視度について
4.1. 堀川について
堀川の北清水橋と城北橋の透視度は、８０ｃｍ以上であり、市民の許容の範囲である７０ｃｍを上

回っていました。一方、筋違橋から下流の区間では、市民の許容の範囲である７０ｃｍを下回っていま
した。ヘドロの巻き上げなどが影響していると考えられます。

4.2. 新堀川について
新堀川の透視度は、堀川よりも良好であり、市民の許容の範囲である７０ｃｍを上回っていました。し

かし、この結果について「新堀川は水面にスカム状のものが浮いており、全体的に白濁して見えること
が多く、この見た目と透視度の結果が結びついていない。」という報告（水問題研究所調査隊）があり
ました。
事務局では、現地を確認した結果、透視度が高い表層水と白濁した水が２層化していたため、橋の

上からは新堀川の水が全体的に白濁して見えたが、採水・測定した表層水の透視度は、市民の許容
の範囲の７０ｃｍ以上と良好だったのではないかと考えています。前述のとおり、新堀川では堀川の様
な川底のヘドロが巻き上がるような事象が報告されていないことから、新堀川は堀川よりも表層と底層
の水が混じりにくい環境があるのかもしれません。これは堀川と新堀川の水の汚れの印象の改善を考
えるうえで、着目すべき違いであると考えています。

5



５. ＣＯＤについて
堀川のＣＯＤは７mg/L～１８mg/Lでした。新堀川は１０mg/L～５０mg/Lであり、堀川よりもやや高

い値でした。理由は明らかではありません。ＣＯＤについても、透視度と同様に堀川と新堀川の水の汚
れの印象の改善を考えるうえで、着目すべき環境の違いがあるかもしれません。更なる調査が必要です。

６. 生き物の様子
白鳥橋で生きているミズクラゲが確認（報告：鯱城・堀川と生活を考える会28期）されました。大潮の

上げ潮時に押し上げられた名古屋港からの大量の海水とともに堀川に遡上したものと考えられます。
また、一斉調査ではコノシロの死魚が確認されました。死魚は一斉調査の２日前の２６日（降水量

11.5mm）から報告されており、一斉調査の当日の２８日には、五条橋～瓶屋橋間で調査した隊から報
告がありました。これまでに調査隊が確認・報告した大潮と降雨が重なった時に発生する死魚のメカニ
ズム（貧酸素化）に合致した事象でした。

(引用資料)第19回調査隊会議報告 p.83,85

▼満潮

▼干潮

住吉橋

大瀬子橋港新橋 城北橋

春の大潮一斉調査・結果（概要） 平成29年4月28日

巾下橋
松重閘門

ヘドロの巻き上げを確認

瓶屋橋下流

錦橋

ヘドロの巻き上げ
・露出なし

五条橋

松重閘門～五条橋間
下げ潮時に松重閘門などの凹部にゴミが集積
上げ潮時に上流に移動、五条橋付近で再集積

御陵橋

熱田記念橋

新堀川合流部

ヘドロの
巻き上げ

瓶屋橋

旗屋橋

猿投橋～元杁樋門間
庄内川からの導水
灰黄緑色の濁水

ヘドロの露出を確認
錦橋～巾下橋間

瓶屋橋～巾下橋間

・浮遊物の集積なし

新堀川合流部 庄内川
元杁樋門猿投橋

瓶屋橋～五条橋間
コノシロの死魚を確認

新堀川
上流部（舞鶴橋、鶉橋）

におい（硫化水素臭）の問題が顕在化

下流部（内田橋付近）
ヘドロの堆積・露出を確認
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４月～８月：昼間の干潮位が低下

（参考資料） 潮汐の影響を受けている堀川（河口～猿投橋）と新堀川

参考資料：気象庁_気象統計情報 潮位表 名古屋
http://www.jma.go.jp/jma/menu/report.html

夏至 冬至

春分

秋分

地球 太陽

春から夏…干潮位は昼間が夜間よりも低い
→干潮時間帯のヘドロの巻き上げ、露出など

透明感、色、においなどによる印象の悪化

（参考） なぜ貧酸素化して白濁するのか？

（参考） なぜ川底の泥が黒くなるのか？

堀川に有機物が流入すると、それをエネルギーとする硫酸還元
菌の活動が活発化し、硫化水素が生成されます。
底泥中に生成された硫化水素は、干潮時（水圧低下時）に水中

に開放され、その時間帯に“あわ”と“におい”と“白濁”が顕在化
すると考えられます。
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上げ潮
下げ潮

名古屋港_観測潮位 資料)気象庁ＨＰ 名古屋

6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時20時
堀川 栄橋 ↓

猿投橋 ↓
北清水橋 ↓ ↓
城北橋 ↓ ↓
中土戸橋 ↓
筋違橋 ↓ ↓
巾下橋 ↓
小塩橋 ↓
五条橋 ↓ ↓
錦橋 ↓ ↓ ↑
新洲崎橋 - ↑ ↑
日置橋 ↑
松重橋 ↑

↓
↓

古渡橋 ↑
尾頭橋 ↑
住吉橋 ↑
瓶屋橋 ↓ ↑
白鳥橋 ↓

新堀川 舞鶴橋 ↓
鶉橋 ↓
大井橋 ↓
法螺貝橋 ↓
熱田橋 ↓
内田橋 -

↓：下流向き　↑：上流向き　-：流れ無し

地点名

山王橋

1. 水の流れの向きと調査時の様子
～春の大潮一斉調査～

平成29年4月28日

上流

下流

名古屋港
干潮：13時15分
満潮：19時39分

五条橋付近
集積しながら遡上した浮遊物（停止）

流れ無し

流れ無し

死魚
確認

過去の調査では、大潮の上げ
潮時に淡水と海水（塩水）の境
が明確な潮目になり、潮目に集
積した浮遊物が下げ潮時に一
団となって流下する様子が観察
されました。
今回の一斉調査では、上げ潮

時に表層の浮遊物が下流から
集積される様子が確認され、そ
の集積された浮遊物が五条橋
付近で停止する様子が観察さ
れました。
このことから、大潮時の潮目

は、五条橋付近まで到達してい
ると考えられます。

潮目停止
大潮時の潮目は

五条橋付近まで到達

上流

下流

堀川・桜橋上流向き
4月27日16時33分

上流からの浮遊物も
集積しながら遡上

堀川・日置橋上流向き
4月27日15時47分

堀川・錦橋上流向き
4月27日16時26分

堀川・天王崎橋上流向き
4月27日16時13分

堀川・五条橋～中橋間
4月27日17時11分

堀川・五条橋上流向き
4月27日18時06分

位置図

バラけた状態で
浮遊物が遡上

集団になりながら
浮遊物が遡上

集団になりながら
浮遊物が遡上

主に五条橋～中橋間で浮遊物が集積

集積した浮遊物が停止
この後、集積した浮遊物
は流下

27日

資料)気象庁ＨＰ 名古屋

遡上する潮目に
浮遊物が集積

上げ潮時に浮遊物が集積する様子

8



汽水域強混合

海水
(塩水)

名古屋港

猿投橋弱混合型小潮時
淡水

塩水

海水
(塩水)

名古屋港

猿投橋緩混合型中潮時
淡水

淡水

海水
(塩水)

淡水名古屋港

猿投橋強混合型

潮目

大潮時

（参考資料） 潮回りによって変化する海水(塩水)と淡水の混合状態（イメージ）

大潮の時は海水（塩水）が
強混合型で遡上
→潮目が形成される汽水域における海水（塩水）と淡水の混合状態

（参考資料） 河川を軸とした底質移動による良好な生態系の保全施策に関する検討調査報告書

五条橋付近

淡水

海水
(塩水)

強い遡上力（干満の差が大きい）で海水(塩水)が堀
川に押し上げられ、その先端部分が流下する淡水とぶ
つかり、潮目が形成されます。
→その潮目部分に浮遊物が集積すると考えられます。

下流

浮遊物

潮目

浮遊物

凡 例

（参考資料） 浮遊物が集積するメカニズム

上流
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中川運河

新堀川
合流部

大
瀬
子
橋

白
鳥
橋

御
陵
橋

熱
田
記
念
橋

旗
屋
橋

瓶
屋
橋

住
吉
橋

尾
頭
橋

古
渡
橋

山
王
橋

松
重
橋

日
置
橋

岩
井
橋

洲
崎
橋

新
洲
崎
橋

天
王
崎
橋

納
屋
橋

錦
橋

伝
馬
橋

桜
橋

中
橋

五
条
橋

掘割跡

？

下げ潮時間帯

中川運河
大
瀬
子
橋

白
鳥
橋

御
陵
橋

熱
田
記
念
橋

旗
屋
橋

瓶
屋
橋

住
吉
橋

尾
頭
橋

古
渡
橋

山
王
橋

松
重
橋

日
置
橋

岩
井
橋

洲
崎
橋

新
洲
崎
橋

天
王
崎
橋

納
屋
橋

錦
橋

伝
馬
橋

桜
橋

中
橋

五
条
橋

掘割跡松重閘門

新堀川
合流部

？

上げ潮時間帯

浮遊物の集積と移動について

浮遊物

浮遊物

浮遊物の集積なし

浮遊物浮遊物

下げ潮・干潮時間帯
（資料）
第19回調査隊会議
資料 p.25に加筆

過去の調査では、白鳥周辺で
も集積した浮遊物が観察されま
した。今回の一斉調査では、新
堀川の合流部で集積する浮遊
物は確認されませんでした。
→白鳥周辺で見られる浮遊物の
集積メカニズムは？今後の課題
です。

集積メカニズム？

松重閘門

（引用資料） 中部大学 教授 武田 誠
堀川における浮遊物の移動特性と悪臭およびヘドロの堆積状況との関係
堀川における浮遊ゴミの移動特性に関する研究

浮遊物の集積

浮遊物の移動

松重閘門水域部の浮遊物の移動

上流

上流

上流 下流

下流

下流

（参考資料） 堀川における浮遊物の移動について

浮遊物

凡 例
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上げ潮
下げ潮

名古屋港_観測潮位 資料)気象庁ＨＰ 名古屋

6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時20時
堀川 栄橋 2↓

猿投橋 2↓
北清水橋 3↓ 2↓
城北橋 2↓ 5↓
中土戸橋 2↓
筋違橋 2↓ 3↓
巾下橋 2↓
小塩橋 2↓
五条橋 1↓ 2↓
錦橋 3↓ 1↓ 1↑
新洲崎橋 1- 1↑ 1↑
日置橋 1↑
松重橋 1↑

2↓
1↓

古渡橋 2↑
尾頭橋 1↑
住吉橋 1↑
瓶屋橋 2↓ 1↑
白鳥橋 3↓

新堀川 舞鶴橋 2↓
鶉橋 2↓
大井橋 2↓
法螺貝橋 2↓
熱田橋 1↓
内田橋 2-

山王橋

1：きたない　2：ややきたない　3：どちらともいえない　4：ややきれい　5：きれい

地点名

2. 水の汚れの印象の変化
～春の大潮一斉調査～

平成29年4月28日

上流

下流

名古屋港
干潮：13時15分
満潮：19時39分

猿投橋よりも上
流の区間は、“やや
きたない”の印象で
した。庄内川から
の導水に灰黄緑色
の濁りがあったた
めです。
庄内川からの導

水の水質の影響が
改めて確認されま
した。
一方、猿投橋～

巾下橋間では、“や
やきたない”～“き
れい”の印象でした。

新堀川は“ややきたない”
～“きたない”の評価でし
た。なお、熱田橋は“きた
ない”の印象でした。

巾下橋～瓶屋橋間は、“きたない”
の印象が多く報告されました。
なお、瓶屋橋の下流の白鳥橋は

“どちらともいえない”の印象でした。

流れ無し

流れ無し

死魚
確認

潮目停止

巾下橋～瓶屋橋間は
“きたない”の印象が多い

上流

下流

猿投橋の上流は“ややきたない”
→庄内川からの導水の水質の
影響を改めて確認

上げ潮
下げ潮

名古屋港_観測潮位 資料)気象庁ＨＰ 名古屋

6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時20時
堀川 栄橋 3↓

猿投橋 3↓
北清水橋 1↓ 3↓
城北橋 1↓ 1↓
中土戸橋 1↓
筋違橋 4↓ 1↓
巾下橋 1↓
小塩橋 1↓
五条橋 1↓ 1↓
錦橋 4↓ 1↓ 1↑
新洲崎橋 4- 6↑ 1↑
日置橋 4↑
松重橋 4↑

1↓
1↓

古渡橋 4↑
尾頭橋 4↑
住吉橋 4↑
瓶屋橋 1↓ 4↑
白鳥橋 1↓

新堀川 舞鶴橋 2↓
鶉橋 2↓
大井橋 1↓
法螺貝橋 1↓
熱田橋 1↓
内田橋 1-

山王橋

1：色　2：におい　3：透明感　4：ごみ　5：あわ   6:生き物の様子

地点名

3. 水の汚れの印象の評価の変化
～春の大潮一斉調査～

平成29年4月28日

上流

下流

名古屋港
干潮：13時15分
満潮：19時39分

新堀川は“色”と“におい”
で評価をされていました。
なお、上流の舞鶴橋と鶉
橋は、“におい”で評価を
されていました。

巾下橋～瓶屋橋間は、
“ごみ”での評価が多く
報告されました。“ごみ”
の集積と水面を漂う死
魚の姿が影響したと考
えられます。
瓶屋橋の下流の白鳥

橋は“色”で評価をされ
ていました。

流れ無し

流れ無し

死魚
確認 巾下橋～瓶屋橋間は

“ごみ”の評価が多い
→“ごみ”の集積

死魚も影響

潮目停止

猿投橋よりも上流
の区間は、“透明
感”で評価をされて
いました。庄内川か
らの導水の濁りが影
響していたと考えら
れます。
猿投橋～巾下橋

間では、“色”での評
価が多くなりました。

上流

下流

新堀川の上流は
“におい”で評価

猿投橋の上流は“透明感”で評価
→庄内川からの導水の影響
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上げ潮
下げ潮

名古屋港_観測潮位 資料)気象庁ＨＰ 名古屋

6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時20時
堀川 栄橋 8↓

猿投橋 8↓
北清水橋 15↓ 8↓
城北橋 8↓ 1↓
中土戸橋 8↓
筋違橋 8↓ 8↓
巾下橋 10↓
小塩橋 9↓
五条橋 10↓ 9↓
錦橋 8↓ 11↓ 11↑
新洲崎橋 9- 10↑ 11↑
日置橋 10↑
松重橋 8↑

9↓
8↓

古渡橋 8↑
尾頭橋 8↑
住吉橋 8↑
瓶屋橋 10↓ 8↑
白鳥橋 15↓

新堀川 舞鶴橋 9↓
鶉橋 9↓
大井橋 13↓
法螺貝橋 7↓
熱田橋 11↓
内田橋 9-

1:無色、7:黄灰色、8:淡灰黄緑色、9:灰黄緑色、10:灰緑色、11:濃灰色、13.黄褐色、15.緑褐色

地点名

山王橋

4. 水の色の変化
～春の大潮一斉調査～

平成29年4月28日

上流

下流

名古屋港
干潮：13時15分
満潮：19時39分

新堀川は下げ潮時間帯に“黄褐色”“黄
灰色”“濃灰色”でした。“黄褐色”は赤潮系
の色として整理している色です。
前日（27日）の干潮時間帯は、“灰黄緑

色”でした。

巾下橋から瓶屋橋間
は、“灰緑色”や“濃灰
色”が報告されました。
ヘドロが巻き上がった時
の色です。

流れ無し

流れ無し

死魚
確認

潮目停止

猿投橋～巾下
橋間は、主に
“淡灰黄緑色”
でした。庄内川
からの導水と同
じ色でした。

松重橋～瓶屋橋間では、上げ潮時間
帯に“淡灰黄緑色”が報告されました。
なお、瓶屋橋の下流の白鳥橋は“緑褐

色”でした。“緑褐色”は赤潮系の色とし
て整理している色です。

上流

下流

巾下橋～瓶屋橋間
は、“灰緑色”や“濃
灰色”の報告があり
→巻き上げられた
ヘドロの影響

猿投橋の上流は“淡灰黄緑色”で評価
→庄内川からの導水の影響

（凡例）
■白濁系

②乳白色
⑧淡灰黄緑色
⑫淡黄灰色

■赤潮系
⑬黄褐色
⑭褐色
⑮緑褐色

■ヘドロ系
⑥灰色
⑩灰緑色
⑪濃灰色

（資料） 第19回調査隊会議資料 p.67

堀川・錦橋
4月28日13時18分

“⑩灰緑色”と“⑪濃灰色”
はヘドロの巻き上げが関係
しています。

⑩灰緑色、⑪濃灰色

新堀川・内田橋
4月27日12時14分

⑧淡灰黄緑色

“⑧淡灰黄緑色”は白濁
系の色です。青潮が発生
する時に出現する色です。
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上げ潮
下げ潮

名古屋港_観測潮位 資料)気象庁ＨＰ 名古屋

6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時20時
堀川 栄橋 *↓

猿投橋 2↓
北清水橋 *↓ *↓
城北橋 *↓ *↓
中土戸橋 *↓
筋違橋 *↓ *↓
巾下橋 *↓
小塩橋 *↓
五条橋 *↓ *↓
錦橋 *↓ 1↓ 1↑
新洲崎橋 *- *↑ *↑
日置橋 *↑
松重橋 *↑

*↓
*↓

古渡橋 *↑
尾頭橋 *↑
住吉橋 *↑
瓶屋橋 *↓ *↑
白鳥橋 *↓

新堀川 舞鶴橋 *↓
鶉橋 1↓
大井橋 *↓
法螺貝橋 *↓
熱田橋 *↓
内田橋 1-

1:あわが川底からわいてくる、2:あわが上流から流れてくる、*:あわは見られない、-:記録なし

地点名

山王橋

5. あわの変化
～春の大潮一斉調査～

平成29年4月28日

上流

下流

名古屋港
干潮：13時15分
満潮：19時39分

猿投橋の落差の
下流であわの発生
が報告されました。
すぐに消えるあわ
でした。

流れ無し

流れ無し

死魚
確認

潮目停止

上流

下流

錦橋で“川
底からのあ
わ”が報告
されました。

堀川・猿投橋
4月28日11時29分

新堀川の鶉橋と内田橋で“川底
からのあわ”が報告されました。

新堀川・内田橋
4月28日14時01分

撮影:河川計画課調査隊

上げ潮
下げ潮

名古屋港_観測潮位 資料)気象庁ＨＰ 名古屋

6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時20時
堀川 栄橋 *↓

猿投橋 *↓
北清水橋 *↓ *↓
城北橋 *↓ *↓
中土戸橋 *↓
筋違橋 *↓ *↓
巾下橋 *↓
小塩橋 2↓
五条橋 2↓ 1↓
錦橋 *↓ 2↓ 2↑
新洲崎橋 2- 2↑ 2↑
日置橋 *↑
松重橋 *↑

*↓
1↓

古渡橋 *↑
尾頭橋 *↑
住吉橋 *↑
瓶屋橋 1,2↓ *↑
白鳥橋 1↓

新堀川 舞鶴橋 3↓
鶉橋 3↓
大井橋 2↓
法螺貝橋 *↓
熱田橋 1↓
内田橋 2,5-

1:どぶの臭い、2:ヘドロの臭い、3:卵の腐った臭い、4:パルプの臭い、5:磯の臭い　*:臭わない

地点名

山王橋

6. においの変化
～春の大潮一斉調査～

平成29年4月28日

上流

下流

名古屋港
干潮：13時15分
満潮：19時39分

巾下橋から上流の
区間は“臭わない”
の報告でした。 巾下橋～瓶屋橋間で

は、“ヘドロの臭い”が
多く報告されました。
この区間ではヘドロの

露出と巻き上げが確認
されており、その影響と
考えられます。

新堀川の舞鶴橋と鶉橋では、
“卵が腐った臭い”が報告されま
した。鶉橋では“川底からのあ
わ”が報告されており、このあわ
は硫化水素であったと考えられ
ます。この地点は、水の汚れの印
象が“におい”で評価されていま
した。“におい”の問題が顕在化
している地点と言えます。

流れ無し

流れ無し

死魚
確認

潮目停止

上流

下流

巾下橋～瓶屋橋
間は、“ヘドロの臭
い”の報告あり
→ヘドロの露出と
巻き上げが影響

新堀川の舞鶴橋と鶉
橋は、“卵が腐った臭
い”の報告あり
→硫化水素によるに
おいの問題が顕在化
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6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時20時
堀川 栄橋 *↓

猿投橋 *↓
北清水橋 84↓ *↓
城北橋 *↓ 90↓
中土戸橋 *↓
筋違橋 *↓ 58↓
巾下橋 *↓
小塩橋 *↓
五条橋 63↓ 61↓
錦橋 *↓ 42↓ *↑
新洲崎橋 *- 72↑ *↑
日置橋 *↑
松重橋 *↑

60↓
70↓

古渡橋 *↑
尾頭橋 *↑
住吉橋 *↑
瓶屋橋 54↓ *↑
白鳥橋 67↓

新堀川 舞鶴橋 78↓
鶉橋 81↓
大井橋 90↓
法螺貝橋 100↓

熱田橋 73↓
内田橋 76-

山王橋

透視度 (cm)　　　*:記録なし

地点名

上げ潮
下げ潮

名古屋港_観測潮位 資料)気象庁ＨＰ 名古屋

7. 透視度の変化
～春の大潮一斉調査～

平成29年4月28日

上流

下流

名古屋港
干潮：13時15分
満潮：19時39分

北清水橋と城北
橋の透視度は、
80cm以上であり、
市民の許容の範
囲である70cmを
上回っていました。

筋違橋から下流の
区間では、ほとんどが
市民の許容の範囲で
ある70cmを下回って
いました。
ヘドロの巻き上げな

どが影響していると考
えられます。

新堀川の透視度は、市民の許容
の範囲である70cm以上でした。
新堀川は水面にスカム状のもの

が浮いており、全体的に白濁して
見えることから、この見た目と透視
度の結果が結びついていないと言
う報告がありました。

流れ無し

流れ無し

死魚
確認

潮目停止

上流

下流

透視度が高い表層水
と白濁した水が２層化
→堀川よりも表層と底
層の水が混じりにくい
環境がある?

筋違橋から下流
市民の許容の範囲
である70cm以下
→ヘドロの巻き上げ
が影響

水面にスカム状のものが浮い
ており、全体的に白濁して見え
る。見た目と透視度の結果が結
びついていないと思った。
報告：水問題研究所

塩水
白濁した水

透視度が高い表層水と白濁した水が２層化
していたため、橋の上からは新堀川の水が全
体的に白濁して見えたが、採水・測定した表
層水の透視度は、市民の許容の範囲の70cm
以上と良好だったのではないかと考えています。

白濁した水

透視度が高い表層水

表層水
（淡水）

新堀川・記念橋付近
5月12日14時27分

撮影：事務局

白濁して見えるが透視度は良好。なぜ？

２層化

２層化下流

上流

透視度が高い表層水
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上げ潮
下げ潮

名古屋港_観測潮位 資料)気象庁ＨＰ 名古屋

6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時20時
堀川 栄橋 *↓

猿投橋 *↓
北清水橋 18↓ *↓
城北橋 *↓ 11↓
中土戸橋 *↓
筋違橋 *↓ 11↓
巾下橋 *↓
小塩橋 *↓
五条橋 9↓ 8↓
錦橋 *↓ 16↓ *↑
新洲崎橋 *- 13↑ *↑
日置橋 *↑
松重橋 *↑

8↓
13↓

古渡橋 *↑
尾頭橋 *↑
住吉橋 *↑
瓶屋橋 8↓ *↑
白鳥橋 7↓

新堀川 舞鶴橋 17↓
鶉橋 17↓
大井橋 15↓
法螺貝橋 50↓
熱田橋 10↓
内田橋 10-

山王橋

ＣＯＤ (mg/L)　　　*:記録なし

地点名

8. ＣＯＤの変化
～春の大潮一斉調査～

平成29年4月28日

上流

下流

名古屋港
干潮：13時15分
満潮：19時39分

堀川のＣＯＤは、
7mg/L～18mg/L
でした。

新堀川のＣＯＤは、
10mg/L～50mg/Lであり、
堀川よりもやや高い値でした。

流れ無し

流れ無し

死魚
確認

潮目停止

上流

下流

新堀川は、堀川より
もＣＯＤの値がやや
高い。

「白鳥橋でミズクラゲ（生きている）を見られ
たことに少し感動。カワウがしきりに潜ってい
ることから、魚がいると思われる。」
報告：鯱城・堀川と生活を考える会 28期

白鳥橋 4月28日10時頃

10時頃

28日

資料)気象庁ＨＰ 名古屋

瓶屋橋 4月27日14時27分
撮影：事務局

位置図

尾頭橋付近 4月27日10時55分
撮影：事務局

松重閘門付近 4月27日14時54分
撮影：事務局

カワウが飛来

ミズクラゲ

9. 生き物の様子
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錦橋

天王崎橋

一斉調査の２日前の26日に11.5mm
の雨が降りました。
26日の昼頃に天王崎橋付近でコノシ

ロの死魚が確認されました。
死魚にはヘドロが付いていました。

コノシロ死魚（20cm程度）

生き物の様子（4月26日～28日）

4月26日13時頃

コノシロの死魚を確認

死魚が発生
資料)気象庁ＨＰ 名古屋

4月28日

松重閘門 14時30分頃

中橋_満潮に近い
上げ潮時間帯

清掃船(きよかわ)

一斉調査の28日（14時30分頃）
に松重閘門付近で大量のコノシロの
死魚が確認されました。
死魚は死んでから間もないものも含
めて、500尾程度が確認されました。
清港会の清掃船（きよかわ）が死魚

の回収をしていました。

満潮に近い上げ潮時間帯に、中橋で
水面を浮遊する死魚と水面付近でピチャ
ピチャと跳ねるコノシロが動画で撮影さ
れました。押し上げられた海水が貧酸素
化していると考えられます。
潮目付近が生死の境界線になってい

たことを示す貴重な映像です。

14時30分頃

28日 28日

資料)気象庁ＨＰ 名古屋資料)気象庁ＨＰ 名古屋

＊市民からの投稿動画
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佐藤ファミリー応援隊 観察記録

平成29年4月28日 春の大潮一斉調査

堀川・城北橋
4月28日7時00分

堀川・名城水処理センター
4月28日7時04分

堀川・地下水
4月28日7時12分

堀川・中土戸橋上流
4月28日7時12分

堀川・中土戸橋上流
4月28日7時14分

堀川・中土戸橋上流
4月28日7時18分

透視度20cm～30cm

28日

資料)気象庁ＨＰ 名古屋

位置図

報告・撮影
佐藤ファミリー応援隊

堀川・中土戸橋上流
4月28日7時22分

堀川・中土戸橋_階段
4月28日7時28分

堀川・中土戸橋_階段から撮影
4月28日7時28分

堀川・中土戸橋
4月28日15時35分

堀川・筋違橋
4月28日15時48分

堀川・筋違橋
4月28日15時49分

調査隊の活動中の様子を撮影

28日

資料)気象庁ＨＰ 名古屋

佐藤ファミリー応援隊 観察記録

平成29年4月28日 春の大潮一斉調査 位置図

報告・撮影
佐藤ファミリー応援隊
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堀川・景雲橋
4月28日15時56分

堀川・景雲橋
4月28日15時56分

堀川・景雲橋
4月28日16時07分

死魚が流れてくるのを撮影

堀川・景雲橋
4月30日9時07分

28日に見たコノシロがどこかに
ひっかかっていないか調べたとこ
ろ、景雲橋右岸にごみと一緒に
ひっかかっていた。体長は２０ｃｍ
以上の大物でした。
報告：佐藤ファミリー応援隊

28日

平成29年4月30日

資料)気象庁ＨＰ 名古屋

佐藤ファミリー応援隊 観察記録

平成29年4月28日 春の大潮一斉調査 位置図

報告・撮影
佐藤ファミリー応援隊

10. 新堀川の様子(干潮時間帯：4月27日)

27日

資料)気象庁ＨＰ 名古屋

4月27日12時24分 4月27日12時23分

4月27日12時10分 4月27日12時11分

新堀川の堀川との合流
部では、干潮時間帯に全
面で川底からあわが浮上
している様子が見られまし
た。川底にヘドロが堆積し
ており、あわが発生してい
る様子が見られました。

新堀川の堀川合流部
全面で川底からあわの浮上を確認

→川底にヘドロが堆積
堀川合流部付近の水の汚れに影響

12時～13時

位置図

撮影：事務局

川底に堆積しているヘドロが露出 ヘドロからあわが発生
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27日

資料)気象庁ＨＰ 名古屋
4月27日12時14分

4月27日12時13分 4月27日12時07分

新堀川の堀川との合流
部の内田橋付近では、川
底から白濁が湧き上がる
様子が見られました。

新堀川の堀川合流部
白濁の発生を確認

12時～13時

位置図

撮影：事務局

撮影：事務局

川底から白濁が
湧き上がる様子

川底から白濁が
湧き上がる様子

新堀川の様子(干潮時間帯：4月27日)

4月28日14時05分4月28日14時03分

28日

資料)気象庁ＨＰ 名古屋

14時頃

位置図

ややきたない。灰黄緑色。
ヘドロと磯の臭い。あわが
川の中央部分の川底から
発生していました。

4月28日14時01分

報告・撮影:河川計画課調査隊

白濁は見られない

新堀川の堀川合流部
川の中央部分で

川底からあわの浮上を確認

新堀川の様子(干潮時間帯：4月28日)

川底に堆積している
ヘドロが露出
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庄内川・水分橋
4月28日12時01分

庄内川・水分橋
4月28日11時56分

堀川・元杁樋門
4月28日11時53分

堀川・栄橋
4月28日12時10分

堀川・猿投橋
4月28日11時29分

堀川・北清水橋
4月28日12時24分

資料)気象庁ＨＰ 名古屋

（参考） 堀川の様子(干潮時間帯：4月27日、28日)

28日27日

観察時間帯 観察時間帯

位置図

元杁樋門

猿投橋
黒川橋

元杁樋門
元杁樋門

撮影：事務局

淡灰黄緑色で濁りを確認

庄内川

庄内川

堀川・城北橋
4月28日12時30分

堀川・中土戸橋
4月28日12時33分

堀川・銀之橋
4月28日12時35分

堀川・筋違橋
4月28日12時38分

堀川・朝日橋
4月28日12時41分

堀川・巾下橋
4月28日12時42分

27日 28日

資料)気象庁ＨＰ 名古屋

観察時間帯 観察時間帯

位置図

名城水処理センター

堀端橋

朝日橋鷹匠橋

撮影：事務局

（参考） 堀川の様子(干潮時間帯：4月27日、28日)
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27日 28日

資料)気象庁ＨＰ 名古屋

ヘドロの露出と巻き上げを確認

観察時間帯 観察時間帯

位置図

小塩橋 景雲橋 中橋

伝馬橋
錦橋

撮影：事務局

ヘドロの巻き上げを確認

堀川・巾下橋
4月28日12時43分

堀川・錦橋
4月28日13時07分

堀川・五条橋
4月28日12時47分

堀川・錦橋
4月28日13時18分

堀川・納屋橋
4月28日13時21分

堀川・小塩橋
4月28日12時45分

覆砂

覆砂

（参考） 堀川の様子(干潮時間帯：4月27日、28日)

堀川・天王崎橋
4月28日14時03分

堀川・新洲崎橋
4月28日14時11分

堀川・岩井橋
4月28日14時13分

堀川・日置橋
4月28日14時18分

堀川・松重橋・松重閘門
4月28日14時27分

堀川・古渡橋
4月27日10時49分

27日 28日

資料)気象庁ＨＰ 名古屋

観察時間帯 観察時間帯

位置図

納屋橋

停止

天王崎橋

洲崎橋

岩井橋

松重閘門

山王橋

撮影：事務局

ヘドロの巻き上げを確認

（参考） 堀川の様子(干潮時間帯：4月27日、28日)
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堀川・ＪＲ・名鉄橋
4月27日10時52分

堀川・尾頭橋
4月27日10時57分

堀川・住吉橋
4月27日10時59分

堀川・瓶屋橋
4月27日11時04分

堀川・御陵橋
4月27日11時18分

堀川・大瀬子橋
4月27日11時33分

27日 28日

資料)気象庁ＨＰ 名古屋

瓶屋橋から下流では、ヘドロの
巻き上げは見られませんでした。

観察時間帯 観察時間帯

位置図

ＪＲ・名鉄橋

ＪＲ・名鉄橋
尾頭橋撮影：事務局

ヘドロの巻き上げを確認

（参考） 堀川の様子(干潮時間帯：4月27日、28日)
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